
広島労働局
増減率

％

広島中央 10 (1) 10 (1) 2 1 1 -8 28 (2) 23 (5) -18%

呉 4 2 2 4 12 10 (1) -17%

福  山 6 (1) 6 (1) 8 (1) 3 4 (1) 1 2 7 4 -43%

三  原 6 6 3 (2) 1 (1) 1 1 (1) -3 5 (2) 6 (3) 20%

尾  道 3 3 3 3 4 3 (1) -25%

三  次 2 2 1 (1) 1 (1) -1 農林業 -

広島北 1 1 2 (1) 1 (1) 1 1 商　業 2 1 (1) -50%

廿日市 清　掃 2 1 -50%

合 計 28 (2) 28 (2) 23 (5) 10 (1) 4 6 (3) 3 (1) -5 その他 1 +∞ 

（注１） （ ）は交通事故で内数。 （注２）業務上外、労働者性等調査中のものを含む。 最終発生日

13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 29年

全 産 業 41 31 33 70 47 39 35 41 19 31 30 31 28 24 24 31

製 造 業 7 8 10 17 9 11 6 19 5 10 6 5 5 5 5 8

建 設 業 18 11 7 23 13 6 12 7 4 7 8 7 9 8 3 8

運輸交通業 7 5 6 16 9 12 8 4 2 4 10 4 4 1 4 4
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平成30年以前は年間確定件数、令和元年については上記最終発生日現在の件数。



広島労働局

№
発生
月

業種 性別 職　種
経験
(年数)

事故の型 起因物 災害発生状況

1 1月
運輸交
通業

男 60 代
貨物自動
車運転者

15
交通事故
(道路）

トラック
片側１車線の道路を走行中、誤って対向車線にはみ出し、対向車と正面衝
突した。

2 1月 商業 男 40 代
その他の
職種

3
交通事故
(道路）

乗用車、
バス、バ
イク

原付自転車で新聞配達中、対向車がセンターラインをオーバーし、被災者
と衝突した。

3 1月 製造業 男 20 代 作業者 0
はさま
れ、巻き
込まれ

トラック
ごみ収集車のホッパー内で塗装前作業の部品取外し等の作業中、内部の押
し込み板が動き、被災者がはさまれた。

4 1月 鉱業 男 60 代
作業者・
技能者

27
墜落、転
落

地山、岩
石

砕石運搬用ベルトコンベヤー駆動部のカバーの点検作業で移動中、がけ下
に約5m墜落し、入院加療していたが8ケ月余後に死亡した。

5 2月 建設業 男 70 代 作業者 5 激突され
掘削用機
械

道路復旧工事で、ドラグ・ショベルのバケットのフックにワイヤロープを
掛けて護岸用ブロック（重量約1.5ｔ）を吊り上げて据え付ける作業中に、
ブロックが配筋作業中の労働者に激突した。

6 3月 製造業 男 50 代 作業者 20 激突され
その他の
動力運搬
機

動力運搬機（軌道付き電動台車）を移動させようとリモコンで操作したと
ころ、当該動力運搬機が逆に移動したため、被災者に激突し、はさまれ
た。

7 4月 建設業 男 70 代 作業者 35
墜落、転
落

立木等
急傾斜地における災害復旧工事において、樫の木を伐倒するため、梯子を
かけて7ｍ付近まで登り、枝をチェーンソーで切っていたところ、墜落し
た。

8 4月 製造業 男 60 代 ぎ装工 47
墜落、転
落

建築物、
構築物

船底ブロックのロンジ上で配管固定作業を行っていたところ、2.7ｍ下の地
上に墜落した。

9 5月
運輸交
通業

男 50 代
貨物自動
車運転者

5
はさま
れ、巻き
込まれ

トラック
トラック運転手が、駐車場でトラックの積み荷の荷崩れ確認を行っていた
ところ、トラック荷台のステップに掛けていた足が、荷台ウイングの開閉
ボタンに当たり、荷台のウイングが閉まり、頚椎をはさまれた。

10 5月 製造業 男 30 代 作業者 1
有害物等
との接触

有害物
転炉の炉修工事のため転炉の稼働を停止してダクトのマンホールを順次開
けていたところ、午後からの作業において、稼働中のダクトのマンホール
を開けてガスにばく露した。

11 5月 製造業 男 40 代 作業者 1
有害物等
との接触

有害物
転炉の炉修工事のため転炉の稼働を停止してダクトのマンホールを順次開
けていたところ、午後からの作業において、稼働中のダクトのマンホール
を開けてガスにばく露し、約１月後に死亡した。

12 6月
運輸交
通業

男 50 代
貨物自動
車運転者

30
交通事故
(道路）

トラック 荷台に土砂を載せて公道を走行中に路肩から転落した。

13 6月 製造業 男 40 代 作業者 2
飛来、落
下

クレーン
天井クレーンのフックに吊りクランプを掛けた状態で、クレーンを移動
中、吊りクランプが積まれたＨ型鋼の最上部に引っ掛かって当該Ｈ型鋼が
落下し、他の作業をしていた作業者が下敷きとなった。

14 7月
運輸交
通業

男 60 代 運転者 30
交通事故
(道路）

トラック
被災者が運転する大型トラックほか複数台の車両が衝突、接触する交通事
故が高速道路で発生した。被災者は事故後車外に出たところ後続車に激突
されたと推定される。

15 7月
運輸交
通業

男 40 代 作業者 0 その他
起因物な
し

午前９時ごろからトラックの荷物の積み下ろし作業を行っていたところ、
体の不調を訴え休養するも回復しないため病院で治療を受けたが、翌日死
亡した。

16 7月
運輸交
通業

男 30 代
貨物自動
車運転者

7 激突され
移動式ク
レーン

トラック荷台に積まれた鉄材のスクラップをマグネットのアタッチメント
を取り付けたドラグ・ショベルで荷降ろしする作業を行っていたところ、
同僚がトラック内に被災者が倒れていることを発見した

17 7月 製造業 男 60 代 作業者 3
高温・低
温の物と
の接触

高温・低
温環境

船体を高圧洗浄機により洗浄する作業において、20分間の休憩後、10時か
ら作業を再開したが、10時20分頃に被災者が体調不良を訴えたため作業を
中断し、熱中症の疑いがあったため救急搬送したが、同日死亡した。

18 8月 建設業 男 50 代 作業者 4
はさま
れ、巻き
込まれ

その他の
動力運搬
機

スクラップ材収集作業中、ハンドガイド式不整地運搬車を方向転換しよう
と後進していたところ、背後の壁と運搬車の手すりに腹部を挟まれた。

19 9月 製造業 男 60 代 作業者 10
墜落、転
落

屋根、は
り、も
や、けた

自社工場の屋根に上がり、同僚2名と雨樋の補修作業を行っていたところ、
被災者がスレート屋根を踏み抜き、9ｍ下の工場床面に墜落した。

20 10月
清掃・と
畜業

男 60 代 作業者 10
有害物等
との接触

有害物

粗製ベンゼンを運搬したケミカルタンカーの、空になったタンク内のス
ラッジ（汚泥）をスコップ等で除去する作業を行うため、4名の作業員が有
機ガスマスクを着用しタンク内に入ったところ、1名の作業員が急に倒れ、
救急搬送されたが死亡した。

21 11月 建設業 男 70 代 作業者 43
墜落、転
落

屋根、は
り、も
や、けた

外壁改修工事現場において、2階外壁塗り替えのため、１階屋根上で，作業
床の設置場所を確認していたところ、高さ約3mからアスファルト地面に墜
落した。

22 12月 製造業 男 60 代 作業者 13
崩壊、倒
壊

荷姿のも
の

天井クレーンで、ハッチコーミングを２本の盤木を敷いた台車に乗せ、玉
掛用具を外したところ、ハッチコーミングが倒れ、下敷きになった。

23 12月 製造業 男 60 代 作業者 0
交通事故
(道路）

乗用車、
バス、バ
イク

同僚が運転する乗用車の後部座席に乗って移動中、当該乗用車が、中央線
を越えてガードレールに衝突した。

令和元年  死亡災害発生状況 

年齢（十
歳代）


